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前回発表からの検討 3 

1. 動的コンテキストアウェアサービスをMahoutを利用した分類システムで実現する上での課題 

動的コンテキスト 

2. 動的コンテキストアウェアサービスを実現する上での研究固有の違いと課題 

分類システム(ブローカ)がサービスを提供するのではなく 最適なサービスが 

   提供可能な提供者との連携によるコンテキストアウェアサービスの実現 

• コンテキストデータの変化量 

• 属性値の更新 
に着目したサービス提供 

これらの類似度による分類 

値や型が常に変化し混在するコンテキストデータを入力して分類可能 

ブローカ 

サードパーティ 

サービス 

サービス提供者毎に持つ分類モデルを 

サービス提供プロセス毎に切り替えて利用できる仕組みの実現   



検討に関して 4 

分類アルゴリズムに対してはベクトル化して入力する必要がある 

ベクトル化し入力するコンテキストデータを分類モデル毎に定義が必要 

初期オントロジの決定 

初期値をインスタンス化 
例:車に乗りこんだ時の値 

コ
ン
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
変
更
発
生 

オントロジの更新 

対象のインスタンスの更新 

前提条件の話 

収集したコンテキストデータが 

モデルのどのクラスのインスタンスかはわかる前提とする 

オントロジモデルによるコンテキストのモデル化 



検討に関して 
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コ
ン
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の 

異
常
検
知
等 

呼
び
出
す
サ
ー
ビ
ス
の
決
定 

対象サービスの分類モデルとの関係が定義された 

コンテキストクラスのインスタンスを抽出 

運転歴:7年 

性別: 男 

車種: 大型 

体温:36.0 

(運転開始時) 

運転歴:7年 

性別: 男 

車種: 大型 

抽出した値のベクトル化 

分類モデル
DB 

適切な分類モデル 

の選択 

変化量計測 

37.0(現在値) – 36.0(初期値) = 1.0 

抽出した値のベクトル化 

(７年、男、大型、1.0) 
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OWLによるコンテキストオントロジモデルの一部 

<owl:Class rdf:ID=“BodyInformation”/> 

<owl:Class rdf:ID=“Init_BodyTemperature”> 

     <rdfs:subClassOf  rdf:resource=“#BodyInformation” /> 

     ・・・・・</owl:Class> 

<owl:Class rdf:ID=“Current_BodyTemperature”> 

     <rdfs:subClassOf  rdf:resource=“#BodyInformation” /> 

     ・・・・・</owl:Class> 

<owl:Class rdf:ID=“BodyTemperature_ChangeAmount”> 

     <rdfs:subClassOf  rdf:resource=“#BodyInformation” /> 

     ・・・・・</owl:Class> 

 

<owl:DatatypeProperty rdf:ID=“Init_bodytemp”> 

    <rdfs:domain rdf:resource=“#Init_BodyTemperature”/> 

    <rdf:range rdf:resource=“&xsd;positiveInteger”/> 

</owl:DatatypeProperty> 

 

<Init_BodyTemperature> 

    <init_bodytemp rdf:datatype=“&xsd;positiveInteger”>36.5</init_bodytemp> 

<Init_BodyTemperature> 

数値に対する制約 



Mahoutを使うことの有用性 
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 ベクトル化に関して 

 分類モデルに入力する値は数値だけではなく文字も含まれる 

⇒複数の型が混在することが可能な配列が必要 

 

Mahoutなら提供されている線形代数ライブラリを用いて対応可能 

 適切な分類モデルの選択に関して 

 サービス提供プロセス内で利用する分類モデルを切り替える必要がある 

⇒ 

 

 

Mahoutを用いて作成された分類モデルはプログラム上で指定選択可能 

ブローカ内に保存されている分類モデルを呼び出すサービスに応じて選択 



Mahoutを使うことの有用性2 
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 Mahoutを用いて作成された分類モデルを用いた場合の分類の実行速度を計測 

 リアルタイム性に関して 

1万行41列の学習データから作成された分類モデルの分類の実行速度を計測 

160ミリ秒 

229ミリ秒 

151ミリ秒 

140ミリ秒 

202ミリ秒 

      … 

平均0.17秒程度 

PredictionAPIと比べた場合，通信コストも存在しないため 

コンテキストデータの変化にも対応可能ではないかと考える 



今後の予定 
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日 月 火 水 木 金 土 

24 25 26 27 28 29 
 

30 
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2 3 4 5 
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22 23 
 

24 25 26 27 28 

評価の検討と確認 

• コンテキストオントロジモデルの完成 

• シナリオ用の学習データの作成 

• 本稿作成 

オントロジモデル作成 学習データ作成 
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